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本稿では、ニャロン・ムニャ語甲拉西 [rGyarwagshis]方言の音声分析を通して、そ
の音声的特徴と音体系を明らかにする1。
論文の構成は、ニャロン・ムニャ語の定義に関する部分と音声分析の部分からなる。

1 ニャロン・ムニャ語とは
1.1 ニャロン・ムニャ語の系統と所属

ニャロン・ムニャ語は中国四川省甘孜藏族自治州新龍県で話されるチベット・ビル
マ諸語の１つである。本稿で分析対象とする言語は、先行研究で１つの独立した言
語として扱われたことはない。本稿でニャロン・ムニャ語と呼ぶ言語について、先行
研究の分類では羌語群のギャロン語支に属する言語とされている2が、決定的な名称
はまだ与えられていない。これまでに与えられた漢語による言語名には、「爾龍共語」
「道孚語」「霍爾巴語」「霍爾巴-上寨語」などがある3。これらの名称を用いる根拠は
研究者ごとにあり、一方が一方を批判し互いに名称を認め合わない状況にある4。し
かしその中で見解に揺れが見られないのは、このようにさまざまな名称で呼ばれる
言語が１つの言語であるとみなす点である5。
まず、先行研究で言及されるこの「言語」の現在確認される分布地域を県ごとに

整理してみると、以下のようである6。
1本稿は第 17回チベット＝ビルマ言語学研究会（京都大学ユーラシア文化研究センター・

羽田記念館、2009年４月 18日開催）において「ニャロン・ムニャ（新龍木雅）語概況」と
して口頭発表した際に配布した資料の１節および２節について大幅に加筆したものである。

2ただし、「羌語群」も「ギャロン語支」も下位区分としてはなお議論の余地があり、確定
的であるとはいえず、分布地域の観点から「川西走廊諸語」とまとめるという見方もある。

3これに対する日本語表記、欧文表記も複数ある。池田 (2003:91-94)参照。
4黄布凡 (1991:1-2)、Sun (2000a:165-166)などの議論を参照。
5ただし以前の研究においてこの言語に含まれていた一部の言語グループが、黄布凡 (2001)

の議論で別言語「ラヴルン（拉塢戎）語」として独立が主張された、という事例もある。筆
者はこの考えを受け入れるが、この見解はまだ完全に研究者によって受け入れられていると
はいえない。

6現在の行政区分による。黄布凡 (2001)が独立させたラヴルン語は含まない。
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1. 道孚県：鮮水鎮、格西郷、葛上下郷、麻孜郷、甲斯孔郷、瓦日郷、木茹郷、孔色
郷、沙鐘郷

2. 爐霍県：仁達郷、宜木郷、斯木郷

3. 丹巴県：革什扎郷、邊耳郷、丹東郷、聶口甲郷、巴旺郷、東谷郷

4. 壤塘県：蒲西郷、宗科郷、石里郷

5. 新龍県：甲拉西郷、博美郷

これらの地域で話される言語を総括して、先に述べたさまざまな名称で呼ばれて
いるのであるが、これらの分布地域は決して連続しているわけではなく、異なる言
語7によって分布地域が分断され、次の４つの言語島8が形成されている。

1. 道孚県（沙鐘郷除く）および爐霍県を包括する地域

2. 丹巴県および道孚県沙鐘郷を包括する地域

3. 壤塘県のみ

4. 新龍県のみ

さて、これら４つの言語島で話される言語が方言関係にあるということは、一種常
識的事項としてこれまで言及されていたが、その親疎を明らかにすることに特化し
た研究は、今のところ存在しない9。確かに、これらの地域で話される言語がよく似
た際立つ言語学的特徴をもつことは、Sun (2000ab)の検討によって判明している10。
しかしその議論によってただちにこれらの言語変種が方言関係にあることが証明さ
れたとはいえない。
現在の分布地域を見て、これらが異なる言語島を形成している事実は、より重要

視されなければならない。なぜならば、この地域の民族移動をめぐる歴史がほとん
ど判明していないからである。言語か方言かは言語学的基準のみで判断することは

7これに該当する言語を列挙すれば、四土ギャロン語、カムチベット語、アムドチベット
語、ラヴルン語があげられる。カムチベット語は方言差が大きく、当該地域に分布している
のは二十四村方言群、ムニャ方言群、北路方言群の３つの下位方言である。なお、アムドチ
ベット語はギャロン周縁地域下位方言に属する方言が分布している（cf. Suzuki 2009:17）。

8言語孤島とも呼ばれる。道孚県に分布する言語を対象に、言語孤島であるがゆえに受け
たさまざまな言語的影響については、根口甲翁姆・胡書津 (2008)参照。

9道孚県（沙鐘郷含む）および爐霍県を包括する地域については、楊嘉銘等 (1994:127)や
劉勇　等 (2005:220-223)が下位方言区分を提示している。
10新龍県で話される変種については、これまでに記述されたことのないものであるため、

Sun (2000ab)も言及していない。
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難しい。話者の言語感覚や民族意識も場合によっては考慮されることがある。筆者
の調査によると、ある１つの言語島の母語話者は自身の属する言語島と異なる言語
島で話される言語を母語とは異なった言語であるとみなす場合がある11。また、相
互通用性に至っては、実際のところ言語島を越えて通じる可能性は相当低い12。ゆ
えに、異なる言語島には異なる言語名を与えるのが、少なくとも言語研究の上で有
用であると考える。
一方、黄布凡 (2001:90)は「名称は主人に従う」という原則を述べている。つまり、
自称を言語名にするという考え方である。現段階で判明している限り、以上の４つ
の言語島を形成する言語のそれぞれの話者は異なる自称を持っている13。この原則
にしたがって、筆者はそれぞれの言語について、以下のように名称を与える。そし
て、主要な先行研究がどの言語を扱っているのか注記する。

1. スタウ（道孚/sTau）語14：道孚県（沙鐘郷除く）および爐霍県を包括する地域

2. ゲシツァ（革什扎15/Geshitsa）語16：丹巴県および沙鐘郷を包括する地域

3. ポシ（蒲西/Puxi）語17：壤塘県のみ

4. ニャロン・ムニャ（新龍木雅/Nyagrong-Minyag）語18：新龍県のみ

ただし、以上のうち、ポシ語は地名に基づいた名称であり、ニャロン・ムニャ語
は「地名＋自称」の構成をとっている。本稿で議論する後者について、ニャロン・
ムニャ語話者の自称は´m@ őa19であるが、原則どおりこれを言語名にした場合、こ
れまでに研究されているムニャ語20と衝突するため、地域名である「新龍」のチベッ
ト語名 nyag rongを冠して差別化をはかることにした21。
11ただし筆者の調査していない壤塘県の事例は除く。
12丹巴県では、郷ごとでさえ言語の音声特徴、語彙、形態論的特徴に関する変異が大きい。
13ただし筆者の調査していない壤塘県の事例は不明である。
14黄布凡 (1991)、黄布凡主編 (1992)、劉勇　等 (2005:220-223)、根口甲翁姆 (2008)などが扱

う。
15多爾吉 (1998)は「格什扎」を用いているが、現在の行政上の表記は「革什扎」となって

いる。
16孫宏開主編 (1991)、多爾吉 (1998)、孫宏開 (2007)などが扱う。
17Sun (2000ab, 2005, 2007)などが扱う。
18未記述である。
19母語話者の意見では、この語は現在の康定西部を中心とする地域および同地の人をさす

チベット名mi nyagと同じであるとのことである。ただしニャロン・ムニャ語話者が自称と
して´m@ őaを用いる場合、単に当該母語話者集団を指し、新龍県の特定の地域を指すことは
ない。また、新龍県のカムチベット語話者は自らを「ムニャ」とは呼ばない。
20この言語もまた羌語群/川西走廊諸語に分類される。
21「ニャロン・ムニャ」という名称について母語話者に尋ねたところ、言語名称として用

いることに反対意見は出なかった。なお、この言語を「ムニャ」と呼ぶものとしては、《新
龍県誌》(1992:370)がある。
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以上の説明をもって、ニャロン・ムニャ語が先行研究で言及されるどの言語の変
種であるかが定義された。

1.2 ニャロン・ムニャ語の言語概況

ニャロン・ムニャ語は、上述の定義により新龍県でのみ話される言語を指す。
その分布地域として、黄布凡 (1991:1; 2003:178)は蔓菁郷、朱倭郷、多占郷を、《新

龍県誌》(1992:370)は蔓青郷、博美郷、尤拉西郷吾日多則村を、楊嘉銘等 (1994:127)
は蔓青郷、博美郷をあげているが、博美郷を除いては現在の地図には記載されてい
ない。《新龍県誌》(1992:43-44)の記述と現状を比較すれば、蔓青郷は甲拉西郷と合
併し、朱倭郷は博美郷に改名したと推定できる22。
筆者の調査協力者は甲拉西 [rGya-rwa-gshis]郷黒日 [Shod-ring]村23の出身だが、同
郷でニャロン・ムニャ語を用いるのは３つの村のみ24であり、それ以外ではカムチ
ベット語Nyagrong（新龍）方言25が話されている。黒日村ではほぼすべての居住民
（チベット族）がニャロン・ムニャ語話者で、年齢にかかわらず会話能力を身につけ
ている一方、そのすべてがカムチベット語Nyagrong方言話者26であり、日常生活で
も２言語併用が行われている27。このような状況から、ニャロン・ムニャ語とカムチ
ベット語の分布域が境界を形成することはなく、前者は後者の使用域とほぼ完全に
重なっていることになる28。
ニャロン・ムニャ語の総話者数は 1000人程度と見込まれる29。黒日村を中心とする

22Karmay & Nagano (2003:446)の地図を参照すれば、蔓青郷の本来のチベット名はMan-
chadとなっている。同様に、博美郷は Bang-smadである。同書 (p.431)にある地名 sGre-bo-
this-smad村の初頭２音節は「朱倭」と対応するように見える。
23黒日村は旧蔓青郷郷政府所在地であった（《新龍県誌》1992:43）。調査協力者もまた黒

日村がかつて蔓青と呼ばれていたことを知っている。
24これらはみな旧蔓青郷に属していたと見られる。
25北路方言群の dKandze（甘孜）下位方言群に属する。Derge（徳格）方言と近い特徴を

もつと見られるが、詳細な調査はまだ行っていない。
なお、方言名の表記はチベット文語つづりに基づく。
26ニャロン・ムニャ語話者の感覚では、カムチベット語Nyagrong方言もまた母語であり、

自然に習得した言語であるという。
27基本的に黒日村内ではニャロン・ムニャ語が使用されるが、村外にカムチベット語のみ

を母語とする人を親戚にもつ人が多く、そのような人々との会話はカムチベット語が使用さ
れる。
また、旧蔓青郷にあるボン教寺院Mi-nub寺（僧のほとんどは旧蔓青郷出身）における言

語使用を観察したところ、チベット語で書かれている宗教経典を扱うときにチベット語が用
いられる以外、普段の会話は基本的にニャロン・ムニャ語が用いられている。
28学校教育を受けていると四川漢語も理解できるが、少なくとも村において使用する機会

は限られており、また一方たとえば新龍県城に出かけたときでもチベット語を用いて交流す
るのが常で、漢語の使用域はきわめて少ないといえる。
29《新龍県誌》(1992:370)はニャロン・ムニャ語の話者数として「約 2732人」を提供して

いるが、多めに見積もられていると考えられる。
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旧蔓青郷地域において簡単な聞き取り調査を行ったところ、現在幼児のいる家庭で
は幼児に対しニャロン・ムニャ語で話しかけるのではなく、カムチベット語Nyagrong
方言で積極的に話しかけるという母親が増えている30。この状況が進行すれば、近
い将来確実に旧蔓青郷地域でニャロン・ムニャ語が失われることが予測される。
ニャロン・ムニャ語の方言差異は現段階では未調査であるが、黒日村の母語話者
によると、旧蔓青郷に含まれる村における方言差異は小さく完全に相互理解できる
一方、博美郷のニャロン・ムニャ語は発音の異なりが顕著に見られ、その発音によっ
て容易に出身地が推定できる程度であるが、意思疎通に大きな障害は生じないとい
う。本稿では、次節以降主として扱う方言を rGyarwagshis（甲拉西）方言と呼ぶ。
ニャロン・ムニャ語とスタウ語などとの相互理解度は低いようである。協力者に

よると、爐霍県斯木郷のスタウ語31は聞き取れて理解できるが、発音が異なるとい
う。スタウ語Mazur（麻孜）方言は一部の語彙は分かっても文としては理解が難し
く、理解度は斯木郷のスタウ語よりはるかに下がる32。黄布凡 (1991)の記述するス
タウ語Gebshi（格西）方言は、同論文を調査票として用いた際にそこの記述にそっ
て筆者が発音してみせたが、Mazur方言と同程度の理解度と判断された。ゲシツァ
語は全く分からないという判断であった33。一方、逆にスタウ語話者にニャロン・ム
ニャ語を聞いてもらったところ、それがチベット語ではなくスタウ語と近い言語で
あることは容易に認識でき、語彙のいくつかは理解できるが文の意味を理解するこ
とは難しいといい、ゲシツァ語話者にニャロン・ムニャ語を聞いてもらったところ、
語彙の形式において近いものがあるものの、理解できる言語ではないという判断で
あった。
以上のことを整理すると、各言語の母語話者の判断する理解度は双方向ともにほ

ぼ一致するという結果が得られたことになる。このような観察だけでは、言語の通
用性を妨げる原因を特定することはできないが、語彙も文法もある程度相互に異なっ
ているということは理解できる。

30諸般の事情で、この背景にどのような要因が関わっているのかについて十分な調査がで
きなかった。今後の課題である。
31劉勇　等 (2005:221)では、筆者のいうスタウ語の孔色方言群に数えられている。斯木郷

のスタウ語話者によると、道孚県のスタウ語は発話速度が早くて聞き取りにくいらしい。
32筆者による発音に基づく判断である。
33協力者に丹巴県聶口甲郷の brGyargyud（甲居）方言を聞いてもらった判断である。
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2 rGyarwagshis方言の音声分析

音声分析は、超分節音、母音、子音に分けて行う。分析の際には、スタウ語、ゲ
シツァ語、ポシ語の先行研究で指摘される特徴にも注意を向け、必要に応じて補足
的な注記も行う。
調査協力者はヨンゾン [gYang-’dzoms]さん（女性、1990年生、新龍県甲拉西郷黒
日村出身）で、調査は 2008年 10月と 2009年３月に康定県城で行い、2009年８月
に新龍県甲拉西郷で行った。

2.1 超分節音

2.1.1 声調

超分節音素としては、高低ピッチの差異に基づく「声調」が認められる34。ピッチ
以外に付随する分節音の声門化、きしみ音化、息漏れといった音声学的特徴は認め
られない。
単音節語、２音節語には高平（¯）、上昇（´）、下降（`）、上昇下降（ˆ）の４種が

あるようだ。ただし４種すべてが最小対を形成するわけではない。最小対には、次
のようなものがある35。

N̄o「顔」

´No「病気だ」
k̄h@「スープ」
`kh@「犬」

`re「１」

´re「布」

調値は必ずしも一定でない。高平ならば、[55]でも [44]でも実現されるといった具
合である。声調を担う単位は語であるといえるが、複音節語では先頭２音節しか明
瞭な声調の型が現れない。
次に、句を形成した場合の声調の現れについてであるが、名詞句の場合、各語の
声調のタイプは維持されることが多い36。たとえば、以下のようである。

「ぶた」：´va37 「白い」： p̄úhu púhu

34スタウ語、ゲシツァ語ともに、複数の声調パターンが認められるが語義弁別機能のない
「習慣調」として記述しない先行研究が多いが、それらはすべて再考される必要性がある。

35以下の例のうち、「１」と「布」の対は Sun (2000b:216)に記述されるポシ語と全く同じ
声調パターンになる。具体的には、[reG53]「１」：[reG13]「布」である。
36スタウ語Mazur方言、Phyagru（鮮水）方言では変化することがしばしば観察される。
37声調の現れについて、「ぶた」は v̄aでも`vaでもなく´vaとして実現する。 v̄aはスタウ

語Mazur方言音、`vaはスタウ語Morim（木茹）方言音である。このように、特定の単音節
語の声調については、ピッチの揺れが許容されにくい。鈴木 (2006a)でスタウ語や四土ギャ
ロン語について指摘したような、ピッチの差異で各村間の発音上の差異を見出すという母語
話者の言語感覚は、ニャロン・ムニャ語話者にもあてはまる。
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「白ぶた」：´va p̄úhu púhu

「ぶた１頭」：´va `Ha bda

「雲」： H̄du m@

「白い雲」： H̄du m@ p̄úhu púhu

ただし、複合語になって声調が１つになってしまうものもある。たとえば、 v̄a vo
púhu púhu「大腸（白い腸）」など。このような例は１つの語としてとらえるべきであ
るかもしれない。また、格標識や主題標識なども固有の声調を担わない。
一方、動詞句については、動詞語幹につく接辞は固有の声調を担わず、接辞がつ

くことで動詞語幹の声調は不安定になる。このため、接辞のついた動詞の声調をい
かに扱うかさらに検討する必要があるが、当面現れる声調のパターンに従って表記
する。

「私は歩いている」： C̄ha（語幹） / `Cha-w@ ht@（語幹-進行の接辞）

「私は行った」：´t@-Cha-hts@（方向接辞-語幹-完了の接辞）

「私は行かなかった」：ˆt@-ma-̄ Cha（方向接辞-否定辞-語幹）

また、文全体を考えたとき、音韻的ではないイントネーションが少なからず発話
に反映され、個々の語の声調は不安定になることがしばしばある。

2.1.2 強勢

現在のところ、声調以外の超分節音的音特徴は明瞭でない。しかし重要な現象に、
強勢の存在がある。
通常、強勢は文中で強調したい要素を強く発音し、かつイントネーションも変え

るという現象が観察される。ただし、強勢の位置によって文意が変わる場合があり、
強勢が落ちる位置を母音の上に ´を付加して表すとすると、以下のような例がある。

´té-,je「言いなさい」（方向接辞-語幹）
ˆte-,jé「言いましたか」（方向接辞-語幹）

これは命令文と疑問文の違い38で、ほぼ同一の分節音の列に対して強勢の置かれる
位置が異なる。声調の型が異なるが、現段階では本来的な声調パターンと強勢に影
響されるイントネーションの相関関係が明らかではない。ただ強勢の位置が聴覚印
象として際立っている。このため、強勢の位置を明示する必要があるかも知れない。
38しかしながら、それぞれの文の第１要素は異なる形態素といえる。命令文の場合は「命

令を表す不特定方向の方向接辞」で、疑問文の場合は「不特定方向の方向接辞と諾否疑問を
形成する接頭辞 P@の縮約」と分析される。
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2.2 母音

調音点による一覧は以下のようである。

i u
e @ o
　 E 　 O
　　 a A

2.2.1 口腔内調音と鼻母音

上に示した母音の詳細な口腔内調音の代表的音価は以下のようになる。
/i/ : [i]
/e/ : [efi, e, I]
/E/ : [E]

/a/ : [a, a
¯
]

/A/ : [A]
/O/ : [Ofi]

/o/ : [o, ofi, U]
/u/ : [u]
/@/ : [@, 3fi]

以上のうち、/A, O/は例が少なく、主にニャロン・ムニャ語に定着したチベット語
来源借用語に見られる。
rGyarwagshis方言には、鼻母音/非鼻母音の対立が認められる。鼻母音/非鼻母音間

で口腔内調音点が特別変化することはない。鼻母音の調音はしばしば安定せず、末
子音/N, n/と交替することがある。いずれの末子音が現れるか（もしくは現れないか）
は語によって決まるため、語の記述としては末子音が現れるものは明示する必要が
ある。
以下に具体例を掲げる。

非鼻母音 鼻母音
i h̄mi 娘 s̄hı̃ 心臓
e `me 目 `m˚tCho r

˚
tẽ 白塔

E ˆmE r@ 凶悪な H̄bo wmẼ 蜜蜂
a ¯ma 兄 `tChã ra トイレ
A `HmA m@ 軍人 ¯̊NkhÃ mb@ 桃
O `mO ýa めんどり ´tÕ 煙
o `mo 雨 ˆío ìhõ 口
u r̄Na mru らくだ `ChO Xp@ úũ ze お供
@ `wm@ 火 m̄ã@̃ po 客
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2.2.2 母音における「存在しない特徴」

ここでは、rGyarwagshis方言そのものの記述には必要とされないが、比較的系統
が近いと見られる言語の先行研究の記述を参考に、類型的観点から提供すべき「存
在しない特徴」についてまとめる。

1. 母音の長短
明瞭には現れない。音声学的特徴の一種で、対立しないのではないかと考えら
れる。通常は母音は短く発音される。特に強調する場合のイントネーションの
変化とともに長母音として発音される傾向にある39。

2. 二重母音
本来語、および定着した借用語には認められない。漢語語彙のニャロン・ム
ニャ語への直接挿入では、二重母音を伴う漢語音形式（発話者の用いる四川漢
語音）がそのまま反映される現象がしばしば確認される40。

3. r化母音
未確認である。末子音としての/r/は存在するが、母音の調音に大きな影響は与
えない。/r/自体も、/̄ p@r, p̄@/「写真」のようにその調音は不安定である41。

4. 軟口蓋化母音
未確認である42。

39黄布凡 (1991)の記述するスタウ語では母音の長短の対立を認めている。スタウ語・ゲシ
ツァ語とも、母音の長短はイントネーションと関連が深いようだ。
40特に多爾吉 (1998)の記述するゲシツァ語には二重母音が多く認められる。ただし筆者に

よるゲシツァ語の調査では、それほど多くの二重母音は確認されなかった。単にわたり音に
対する音声分析の態度が異なることに起因するだけかもしれない。
41多爾吉 (1998)の記述するゲシツァ語には r化母音が多く認められる。ただし多爾吉 (1998)

が「r化母音」と呼ぶ要素について、筆者が確認した限りその音声実態は少なくとも３種類
あり、そり舌化母音 [V~]、軟口蓋化母音 [VG / V& ]、咽頭化母音 [VQ]で、軟口蓋化母音と咽頭
化母音は自由変異もしくは方言差異と考えられる。rGyarwagshis方言ではいずれの特徴を備
えた母音もほぼ確認されない。
42上注で述べたとおり、rGyarwagshis方言では軟口蓋化母音はほぼ確認されない。ただし

口蓋垂音を初頭子音に含む場合、前舌母音は若干軟口蓋化の音色を帯びることがある。
体系的に軟口蓋化/非軟口蓋化母音が確認されるのは Sun (2000b)に報告されるポシ語で

ある。加えて修梧ギャロン語 Zbu方言（Sun 2004:272）やラヴルン語の一部の方言（黄布凡
2007:166）にも見られる。さらに上述のように、ゲシツァ語にも咽頭化母音が見られる。こ
の音声特徴はギャロン語に隣接して分布する言語に共有される地域特徴の可能性がある。
しかしながら中国の言語学論文においては、多爾吉 (1998)の記述にも見られるように、「r

化母音」という用語で軟口蓋化母音もさす可能性がある。その一方で、時には「緊喉母音」
と呼ばれたりもするようだ。その点についての詳細は黒澤 (2001)のナシ語の「緊喉母音論
争」の議論が参考になる。実際のところ、ムニャ語において「緊喉母音」の呼ばれる要素の
音声実現は、大部分が咽頭化母音であることが筆者の調査から判明している。漢語において
「緊喉」という用語は 16種の異なる音声に対して与えられるという報告（朱曉農 2008:115）
もあるため、記述の際には特に注意が必要だろう。
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2.3 子音

子音連続の構成要素として現れるものも含めた一覧は以下のようである。

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh qh

無声無気 p t ú c k q P
有声 b d ã é g å

破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh, ìh ùh Ch / çh xh Xh

無声 f s, ì ù C / ç x X h
有声 v z, Ð ý , K H

鼻音 有声 m, M n ő N ð
流音 有声 l r, í ö
半母音 有声 w j

基本的に、閉鎖・破擦・摩擦音には無声有気・無声無気・有声の３系列が備わっ
ている。その一方で、鼻音・流音・半母音は有声の系列しかない43。
これらの子音はすべて初頭子音（群）を構成する要素になりうるが、末子音にな

りうる要素は限定される。末子音として現れるものに/v, m, n, N, r, w, j/が認められる
が、/n, N, r/を除いてきわめて少数の例にのみ現れる44。
以下、初頭子音に注目して、単子音と子音連続に分けて述べる45。

2.3.1 単子音

いくつかの要素は単子音として確認されない、または極端に確認される例が少な
い。これらは子音連続を構成する要素として存在する。
43子音体系は/ì, Ð/や口蓋垂摩擦音系列がそろっている点で、ゲシツァ語よりもスタウ語と

似ている。その一方で、摩擦音に有気・無声の２系列がほぼ体系的に備わっている点は、ス
タウ語よりもゲシツァ語と似ている。
44末子音/n, N/は主に動詞の活用において現れる。末子音/w, j/は主に漢語来源借用語に現れ

る。
45例語の中で動詞の形態を扱う際、その形態を説明するために以下の略式表示を用い、語

義の後ろに ( )に入れて示す。

ir . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . irrealis
r . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . realis
>3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .３人称目的語
1s>3 . . . .１人称単数主語かつ３人称目的語

2s>3 . . . .２人称単数主語かつ３人称目的語
3>1 . . . . . . . . .３人称主語かつ１人称目的語
3>2 . . . . . . . . .３人称主語かつ２人称目的語
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閉鎖・破擦音

有声音の単子音例は少ない。/ã/の例は見つかっていない。
ph : ˆph@ r@　棒
p : `po hco　ほこり
b : ´bu rO Chi　てんさい
th : `thO w˚ko　かまど
t : ´t@ z@　子山羊
d : ´d@ ts@̃　たまねぎ
úh : ú̄hu úhu　引き出し
ú : `ú@ s@　ナイフ
ã : 　
ch : `cho Hgo　にんにく
c : ˆca lu　吊りベルト
é : `ée　つば
kh : `kh@　犬

k : k̄W　テント
g : `gE　窓
qh : ´qh@　乳牛
q : q̄õ võ　襟
å : l̄a åo　木の上
P : `Pa me　母
tsh : t̄shu hpo　商人
ts : ´d@ ts@̃　たまねぎ
dz : d̄z@ hke　月（天体）
tCh : ´va tChe　ぶた小屋
tC : `tCi po　帽子
dý : ´dýA Xpu　使用人

硬口蓋閉鎖音/ch, c, é/は、語によってそれぞれ前部硬口蓋破擦音 [tCh, tC, dý]と交替
することがある。
/P/は文中において [H]に交替したり46、脱落したりする。
発話速度が速い場合、特別な音韻条件もなく無声無気音と有声音が両者とも半有

声になって、区別があいまいになる。

摩擦音

単子音としての/çh, ç/は主にチベット語来源借用語に現れる。
f : ´wÐa fu　手袋
v : v̄o va　腸
sh : `sho tChu　場所
s : s̄e hke　牛皮の縄
z : z̄@　息子
ìh : ì̄h@　ミルク
ì : j̄i Hgi ìow　学者

Ð : `Ðu　丸太
ùh : ´kha kha ´ùhe　分離する
ù : ù̄e ùe　濡れた
Ch : C̄h@　歯
C : `CO Xpo　羽
ý : ´ý@　水牛
çh : `çha r˚ko　牛肉

46ただし記述の際は実際の音声実現にあわせて Pか Hを選択する。
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ç : ˆçe ma　砂
xh : ´HgE xha　ガラス
x : P̄a xa te　どのように
, : ˆőa ,@　猫
Xh : X̄ho ´r@ fko　理解する (r)

X : ˆXo tsa　唐辛子
K : ˆKe Xõ　ぶたのごはん
h : `ha ta　答え
H : `Ha ptChe　ちょっと

/ìh, ì/は、まれに両者とも [n˚t]という発音になることがある。
発話速度が速い場合、特別な音韻条件もなく有声音が無声化する場合がある。

共鳴音

/M, ð/の例は見つかっていない。
m : `me　目
M :　
n : n̄o na ti　昔
ő : ˆőa ,@　猫
N : `NE ndza　親戚
ð : 　

l : `le　木
r : r̄o wo　階下
í : ˆío ìhõ　口
ö : ȫ@　頭
w : ´nA wu　森
j : ´ji　綿羊

/r/の実際の音価は非常に豊富で、[ô, ü, R]がよく観察される。[r]では通常発音され
ない。
/ö/はときどき [K]と発音される。ただし/K/と記述される語は [ö]を許容しない。
/í/は発音が不安定で、しばしば [ó, õ]と発音される。

2.3.2 子音連続

最大３子音連続の構成が認められる。大部分は２子音連続で、大きく分けるなら
ば次のようになる。

1. わたり音を含まない子音連続

(a) CCi型：初頭の前子音 Cは後続の主たる子音Ciより聞こえの点で弱い

(b) CC型：第１要素と第２要素は聞こえが同等か、もしくは第１要素が強い

2. CiG型：わたり音Gを含む子音連続
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CCi型とCC型は、語によって両者の発音様式を許容するものがある。その場合は
丁寧に発音される場合の形式を記述に採用している。一方でこれらの型のみが異な
る最小対はほとんど見出されない。しかしながら、これら発音の型は多くの語で固
定され、発音様式相互の異なりは母語話者にとって rGyarwagshis方言の音声的特徴
でないという認識と直結する47。
３子音連続は CCiG / CCiGの型をとるものが多いが、異なるパターンで現れる例
もある。
以上の 1.の子音連続は、最初頭子音の種類に基づいて大まかに以下のように分類

できる48。
1. 前鼻音類
2. 唇鼻音類
3. 唇閉鎖音類
4. 唇継続音類

5. 歯茎音類
6. そり舌音類
7. 硬口蓋音類
8. 軟口蓋音類

9. 口蓋垂音類
10. 前気音類

なお、子音連続の記述には、鼻音、流音、半母音が無声化している場合は無声音
であることを明示する49。子音連続の表記方法は鈴木 (2005)に従う。
以下、初頭子音について分類して例を掲げる。

1. 前鼻音類（後続調音点に一致）
後続子音に有声性および調音点の面で一致する。基本的に CCi型であるが、若
干例にCC型が認められる。
m
˚ph : `hkwa m˚pha　命令
m
˚p : ´t@ m˚pe　なくす (r)
mb : `mb@ len　かんな

n
˚th : ´n˚thi　受け取る
n
˚t : `ji n˚tu　見かける (r)
nd : ˆnd@ rée　防御する

47参考として、スタウ語やゲシツァ語のある種の方言では、ニャロン・ムニャ語 rGyarwagshis
方言のもつ２つの型に加え、C.C型という２子音連続の間に非常に微弱なあいまい母音がは
さまれる型もあり、より複雑となっている。
48なお、子音連続の組はスタウ語・ゲシツァ語と似ている。際立った違いは、歯茎音類を

最初頭子音とする子音連続がニャロン・ムニャ語にはほとんど見られないことと、逆に同言
語で両唇閉鎖音を最初頭子音とする子音連続が存在することに見られるが、前者の特徴はゲ
シツァ語 brGyargyud方言と酷似する。
ニャロン・ムニャ語の子音連続の組み合わせは、類型的にはチョユ語 Yonglagshis（尤拉

西）方言（王天習 1991）やダパ語 Ngwirdei（紅頂）方言（鈴木 2006b）にも酷似する。
49この措置は、子音連続間で有声性が一致することを前提とせず、有声性の不一致が見ら

れる場合に対応するためのものである。有声性の不一致は、第１要素を鼻音、流音、半母音
の有声音とし、後続子音が無声音もしくは有気音となる場合と、無声の前気音と有声音の後
続子音という２種の組み合わせがある。現段階では、rGyarwagshis方言は後者のものを複数
許容するが、前者のものは若干例に認められる。
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ï̊úh : ´za vza ¯̊ïúhi　剃る (r)
ï̊ú : ´za vza ¯̊ïúi　剃る (ir)
ïã : `ïã@ pa　牛皮縄
ñ̊ch : ¯̊ñch@　殴る (ir)
ñ̊c : ¯̊ñc@　殴る (r)
ñé : ˆñéo mba　泥
N̊kh : `̊Nkhu　ふくろう
N̊k : ´̊Nk@ z@　午後
Ng : `Ngo　９
ð
˚qh : ´wu ð

˚qho　振り返る
ð
˚q : ´n@ ð

˚qa　疲れる
ðå : `ðå@ r@　難しい

n
˚tsh : `n˚tsho　塩
ndz : `ndzo x@　指
ő̊tCh : `ő̊tChe to　唇
ő̊tC : c̄E ő̊tCi　長い
ődý : ő̄dý@　とらえる
Mv : M̄v@ r@ M̄v@ r@　あばたのある人
n
˚ìh : ´n˚ìh@　混ぜてこねる
N, : `lo N,u　どこへ
nl : ´nlE mo　にせの
n
˚
ts : ´w@ n

˚
tsu　座る

ődý : ´k@ ődýe　交換する

2. 唇鼻音類（m/m
˚
/M/M̊-, m/m

˚
/M-）

後続子音に有声性の面で一致する。調音点の一致する両唇音、唇歯音は上記前
鼻音の項に分類している。両唇鼻音部の調音点は両唇の接触50を基本とし、[w̃]
のような音声はほとんど認められない。CCi型が多いが、CC型も認められる。

(a) 両唇鼻音型
md : `mdẽ Na　爪
mã : ˆmãu Ng@　雷
mé : m̄éa　這う
mg : ´mge hse hCe re　隠蔽する
mdz : ˆmdzu re　宿
mdý : m̄dýu　飢える
mz : `mza　石
mn : k̄@ mn@　休む
mő : `mőa va　地獄
mN : `mN@ X@　誓う
m
˚th : `m˚thu　肉
m
˚úh : `na m˚úhu　罪

m
˚kh : m̄

˚khe m˚po　精通した
m
˚tsh : ´la m˚tsho　ラムツォ（人名）
m
˚ts : ´r@ m˚tsu　座る
m
˚tCh : `m˚tCho rt̊ẽ　白塔
m
˚sh : ˆm˚she ts@　目覚める
mã : ˆcE mãi　嫌な
mé : ˆte méa　酔う
m
˚
th : `na m

˚
tha　伝記

m
˚
tsh : `sha m

˚
tsho　境界線

m
˚
ts : `Héa m

˚
tse　先端

m
˚
tCh : `tsha Ka ´Ha m

˚
tChu　ひざま

ずく

50ただし両唇ともに唇の内側で調音点を形成するため、唇の動きを観察するとしばしば接
触していないように見受けられる。
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(b) 唇歯鼻音型
Mő : M̄ői　待つ (2s>3)
M̊ch : ¯M̊che　履く (r/>3)
M̊qh : ¯M̊qhoN　必要とする (ir/1s>3)
M̊q : ¯M̊qoN　必要とする (r/1s>3)

M̊tsh : ´M̊tsh@　連れて行く (ir/1s>3)
M̊ts : ´M̊tso　座る (ir/1s>3)
Mn : ˆKa Mne　 12
Mő : ˆKa Mőe　 17

3. 唇閉鎖音類（p/b-）
後続子音に有声性の面で一致する。有声音の組み合わせは相対的に少ない。基
本的に CCi型である。CC型は例外的である。
pth : p̄thi　正しい
pt : ´n@ pti　崩壊する
púh : p̄úha hpa　肩
pú : h̄m@ ´púõ　丸薬
pch : ´pchi　（馬に）乗る (ir)
pc : p̄c@ kh@　倉庫
pkh : p̄kho　与える
pk : ´ke pko　力
pqh : `pqh@ ze　椀

pq : `wo r@ t̄@ pqe　投げる
ptsh : ´k@ ptshu　服
pts : p̄tsu　橋
ptCh : `Ha ptChe　少しの間
ptC : `ptCa ka　もの
bd : ´bdu hka　傘
bé : `bé@　 100
bg : ´r@ bga　眠る
bz : k̄@ bza　貼る

4. 唇継続音類（w/w
˚
/f/v-, w/w

˚
/f/v/-）

後続子音に有声性の面で一致する。CCi型の種類が多いが、CC型も認められる。

(a) 両唇接近音型
wd : `wda　晴れる
wã : ˆwãoN fCe　おしゃべりする
wg : w̄go wgo　凸の
wdý : `mo wdýi　夜が明ける
wv : ´wva　黒テント
wz : `wza　石
wÐ : w̄Ðe　舌
wý : ´tCh@ wýa　鴨
wK : `wKa　 10

wm : `wm@　鼻/火
wn : w̄nu mE　めす牛
wő : `wőõ mba　狂う
wN : `cE wNa　若い
wl : `wle　風
wr : ˆwre vÐ@　私生児
wö : t̄@ wöo　曲がる
w
˚p : H̄,o w˚pu　脳
w
˚t : m̄ãe vu w̄

˚ta　実がなる
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w
˚c : w̄

˚c@　ねずみ
w
˚k : `w˚ku　寒い
w
˚qh : `w˚qha　触る (ir)
w
˚q : `w˚qa　触る (r)
w
˚ts : `w˚tso vo　老人
w
˚tCh : w̄

˚tChe　押さえる
w
˚tC : `w˚tCi　腰
w
˚sh : w̄

˚she mo　涼しい
w
˚s : `pke w˚se　性格
w
˚Ch : ˆcE w˚Chu　裕福な

w
˚C : ´nO w˚Ci　霊魂
wé : ¯wé@　嘔吐する
wý : ´tCh@ wýa　鴨
w
˚
p : `Pa w

˚
po　単独の

w
˚
k : ´tow w

˚
ko　ブレスレット

w
˚
tCh : ˆKa w

˚
tCh@　 16

w
˚
tC : ˆw

˚
tCe úa　きつい

w
˚
sh : ¯w

˚
shu ts@　育つ

(b) 唇歯摩擦音型
fú : f̄úi v@　猿
fch : ´fche　大きい状態である
fc : ´t@ fci　（馬に）乗る (r/>3)
fkh : ´to fkho　与える
fk : ´r@ fko　分かる (r)
fq : ´Pa fqo　今
fsh : `fsh@ fsh@ ´v@　ピクニックする
fs : ´Pa fs@　遠慮深い
fìh : `fìh@ HNa　子牛
fì : `fìe　過ぎる
fCh : ˆ,@ fChi　拭く
fC : `fCa hts@　打つ (r)
vd : ´k@ vd@ z̄a n@　呪う
vg : ´kha kha ´vgu　縫い目をほどく
vdz : `vdzi　人

vz : ´k@ vzo　学ぶ
vÐ : `vÐ@　糞
vr : v̄r@　見つける (3>1)
ft : `toN tCe ften　解散する
fk : f̄k@　切る (r/>3)
ftC : ´ci dý@ ftC@ ´őu　騒ぎ立てる
fs : ˆKa fsu　 13
fì : `fìa　盛る
fCh : c̄E fChu　太った
vý : ´vý@ z@　弓
vé : ¯me vée　明日
vÐ : ˆKa vÐE　 14
vő : `vőa r@　守る (ir/2s>3)
vr : ˆKa vre　 1151

5. 歯茎音類（ì/l-, s/z/ì/l-）
この組み合わせは例が少ない。その上、l-, l-類の歯茎流音部分は文中において
それぞれ j-, j-で実現される傾向にあり、硬口蓋半母音として定着しかかってい
ることから、l-, l-類はほぼ消えかかっている子音連続のパターンといえる。CCi

51/ˆKa vre/の第２音節の/r/がわたり音と分析されないのは、語源的な理由（「１」は/`re/）
とともに、その発音においてわたり音/r/とは異なる音の連続を構成するからである。
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型、CC型ともに認められる。
ìú : `ìúu Hge ˆre ko　混乱する
ldý : l̄dýoN kh@　緑の
lm : ´lm@　雹
sì : `sì@　月（年月）

zÐ : k̄@ zÐa　耕す
ìt : `ìtõ tChe hk@ she　どもる人
ìs : `g@ ìso q@　見る
lv : `lv@　斧

6. そり舌音類（r/r-̊, ù/r/r
˚
-）

後続子音に有声性の面で一致する。この組み合わせもまた例が少ない。特にù-
はほとんど見られない。CCi型が多いが、CC型も認められる。
rt̊ : `rt̊ẽ ko　秋
rú̊ : ´rú̊@r ú@　初乳
r
˚k : `çha r˚ko　牛肉
rs̊ : `cE rs̊a　硬い
ré : ˆnd@ rée　防御する
rg : `she rgo　けちな
rdý : ´k@ rdýo　尋ねる
rv : `rvi　バター
rÐ : ´Ho rÐa　淹れる

r
˚
t : `m@ r

˚
ti　兄弟

r
˚
ts : ´ma r

˚
tsa　資金

r
˚
tC : ì̄h@ r

˚
tC@　ヨーグルト

r
˚

Ch : ˆp@ r
˚

Che　遅い
ùtC : `ke ùtCe　刺さって痛い
rdz : ˆrdzo pts@　傲慢な
r, : ´k@ r,i　馬
rN : `rNa mru　らくだ

7. 硬口蓋音類（ç/j-, ç/j-）
後続子音に有声性の面で多く一致するが、少数例で一致しない。CCi型、CC
型ともに認められる。
çtC : r̄,i çtCu　鞭
jã : `nE jãu　物語
jtC : ˆje htCi ˆme jtCi　必ず
jÐ : `jÐe　狼
jn : ´jn@　あえてする
jl : `wbu ´jla　小便する
jő : `jőe　７
çp : ç̄po　引っ越す
çth : ´n@ çthu　混ぜる
çt : ˆli çt@　方法

çkh : ˆt@ çkha　切り分ける
çts : k̄e çtsa `xqi　覚えている
çtC : t̄@ çtCo　やけどする
çì : ˆwe çìa　残される
jdz : ´,@ jdza　頼る
jÐ : ´jÐ@　読む
jý : `k@ jýa　髪をとく
jm : ´jmi　尾
jn : `Pa jne　昨日
jő : ´jő@　耳
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8. 軟口蓋音類（k/x/,-, k/x/,-）
後続子音に有声性の面で一致する。軟口蓋閉鎖音の現れる例は特に少ない。CCi
型が多いが、CC型も認められる。
kúh : ´n@ kúhi　びっくりする
ktCh : `béa ktCha　広々とした
xth : `q@ xthi　しあさって
xt : `Pa xtAN　集まる
xúh : `xúhe　蟻
xú : ´za xúi　根
xch : `xche　収穫する
xq : k̄e çtsa `xqi　覚えている
xtsh : ´,u xtshu　搾る
xtCh : `xtChe　６
xtC : ´xtCi hku　～まで
xsh : x̄she　新しい
xs : `xsu　３
xC : `xC@ hko　春

,Ð : `,ÐE　４
,m : ´wu ,mo　借りる
,n : `,ne　２
,l : ´,la ,la　幹
ks : k̄sã ñé@r　新聞
xt : `pa xtẽ　結婚する
xtC : ˆcE xtC@　貧しい
xsh : ˆk@ xshu　秘密にする
xs : ´re xse　吊り下げる
xìh : `xìhov　救う
,z : `,zer　からい
,ý : ´,ý@　地
,m : ˆHu ,mo　吹く
,l : ,̄l@　歌

9. 口蓋垂音類（X/K-, X/K-）
後続子音に有声性の面で一致する。有声音の組み合わせは相対的に少ない。CCi
型、CC型ともに認められる。
Xp : X̄p@　官
Xqh : t̄@ Xqho　布施
Xtsh : `Xtsh@　土
XtC : ´XtCi XtCi　ベルト
Xs : `Xse　新鮮な
Xìh : `Xìh@　来る (r)
Xì : ´wu Xìe　来る (ir)
KÐ : ´KÐi　小麦
Xp : ´dýA Xpu　使用人
Xch : `cE Xcho　汚い
Xkh : ´t@ Xkh@　切断する
Xk : X̄ko　箱

Xqh : ˆni Xqha　 20
Xq : ¯me Xqa　目が見えない
Xts : X̄tsu　冬
XtCh : X̄tCha　掻く
XtC : ´na XtCa　息子の嫁
Xsh : ˆqo Xshu　支える
Xs : ´Xse　金
Xìh : ˆt@ Xìhu　壊す
Kv : ´lo KvE　立つ
KÐ : ˆt@ KÐe　壊れる
Km : ´dýA Kmu　女使用人
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10. 前気音類（h/H-）
後続子音に有声性の面で多く一致するが、鼻音を主子音とするものには有声性
が一致しないものも認められる。先行する音節が開音節で前舌狭母音であると
き、まれに前気音部が [ç/j]になることがある。CCi型のみである。
hp : `hp@ Chi　琥珀
ht : h̄tA　虎
hú : ´cE húu　整理する
hc : ˆhcõ mo　炊事員
hk : h̄k@　切る (ir)
hq : ´hq@ jp@　のど
hts : `htsoN ma　清潔な
htC : h̄tCo ma　ポプラ
hs : `hso　命
hì : h̄ì@　竜神
hCh : ´we hChe　娶る
hC : `re hCe　物乞いする
hm : h̄mi　娘
hn : `hnE t@　鼻タバコ
hN : `hNa　呪文
Hb : ˆ,@ Hba　知らせる

Hd : `Hd@ ra　庭
Hã : ´úa Hãi ´n@　準備する
Hé : ´Héa fcho　乱す
Hg : `Hgu　家畜
Hdz : H̄dz@ v@　祖先
Hdý : ´Hdýi Hgo　耳が聞こえない
Hv : H̄vu　腹
Hz : `Hza Hda wa　月曜日
H, : H̄,o w˚pu　脳
HK : ´HKa　狐
Hm : X̄tC@ Hmo　染める
Hn : `Hno re　午前
Hő : `Hőa r@　守る (ir)
HN : `HN@　ひざ
Hw : H̄wõ tCha　権力
Hj : ´Hja hka　夏

以上がわたり音を含まない２子音連続である。
次にわたり音を含む例について述べる。わたり音にはw/v/j/l/rがある。
tChw : t̄Chwi　だから
mw : `mwo　埋める
rw : ´t@ ú@ rwi　思い出す
,v : ´nu ýu `,vo　退く
Nv : `wlE Nv@ n@　だます
br : P̄a bra　土ねずみ
vr : H̄di ´vr@ ñ̊ch@　関心をもつ

,r : `,r@　水
mr : `rNa mru　らくだ
ðr : ´ku ðra　安い
wr : ˆwroN　砂糖
Ðj : ˆn@ Ðja　咳をする
Cj : `Cje　しらみ
,j : ´zo ,ju　銅
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sl : ´va sla　派遣する
,l : `Hju ´,la　吸い込む

Xl : ˆXlA ,a　鹿

次に３子音連続の例である。わたり音Gを含むか否かで分けて例をあげる。
わたり音Gを含む例

mbr : m̄bre　うらむ
N̊khr : ˆK@ N̊khri　呼ばれる
ð
˚qhr : ð̄

˚qhri　妹
ð
˚qr : ¯w@ ð

˚qre　笑う
ïãr : ï̄ãri　米
ndr : n̄dre　鬼
ñéw : `ő@ wa ´t@ ñéwa　転落する
fkhw : t̄@ fkhwa　掘る
xkw : `t@ xkwa　背負う
hkw : `hkwa m˚pha　命令
Hgw : `n@ Hgwo　ありがとう

ðKv : `ðKvE　５
Hlw : `Hlwa　咳をする
w
˚
kw : ´t@ w

˚
kwo　風邪をひく

ðöw : t̄@ ðöw@　曲がった
mKv : ´Ka mKvE　 15
ptw : t̄se ptwa ´t@ wza　腹を立て
る
pthj : `pthje vu　おとどし
fìj : k̄@ fìjoN　稲光が走る
rKj : ´rKje　連れる

わたり音Gを含まない例
mbã : m̄bãe　うらむ
m
˚
púh : `m˚púhi　蛇

fXth : ´r@ fXth@　放す (ir/>3)
r
˚

Xt : `cE r
˚

Xt@　甘い
fpth : f̄pthi　飲む (r/1s>3)
v,z : `v,zoN　糞をする

,vÐ : ˆre ,vÐa　レンガで作る
fXch : ´k@ fXche　噛む (ir)
fXc : ´k@ fXce　噛む (r)
jmg : z̄@ jmge　最も低い
wnd : `wnda　踏む

以上にあげたもの以外にも、さらに多くの子音連続の組み合わせがあると考えられ
る。最も期待されるのは、動詞について形態論的に生産的な接頭辞 f/v/M/M̊/f/v/M/M̊-52で
始まる組み合わせ、およびそれを含む３子音連続である。

52この接頭辞の用法は完全に説明できるものであるとはいえない。確認される例を見ると、
１・２人称主語かつ３人称目的語を有する場合に現れるという傾向がある。
なお、スタウ語、ゲシツァ語、ポシ語のいずれにも、これに類する音形をもつ動詞接頭辞

を有するが、M/M̊-は確認されない。形態論的手続きを考えると、これは前鼻音部と f/v-が融
合して成立している音形であると考えられる。参考になる現象に、ダパ語Wado（瓦多）方
言のいくつかの前鼻音つき初頭子音をもつ動詞では完了体を形成するとき前鼻音と後続子音
の間を割って-p-が挿入されるという事例がある（龍共群虎 2007:83）。
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2.3.3 子音に関わる注目すべき音声現象

語を単位に見られる現象

特に子音連続について、ある語に含まれる子音連続の中に以下のような現象が見
られる。

1. 子音連続における第１要素の調音のゆれ

`jÐe / `jÐe「狼」
p̄tChi / X̄tChi「草」
`mza / `wza「石」
m̄bre / m̄bãe「うらむ」

2. １音節と２音節の交替

´je Hb@ / ´jb@「太陽」

このタイプは非常に少数の例に限り確認される。

3. 有声前気音の脱落

H̄vu / v̄u「腹」

これは有声音の前気音を伴う例に見られる変異であり、有声音であることに由
来する自由変異ではない。

以上に示したペアはどちらかが古い形で現在変化が進行中の状態を表しているか
もしれないが、詳細は現段階ではよく分かっていない53。

53ただし「うらむ」の例は、 m̄breの方がより古い形態であることが周辺言語の事例との
対照を通して理解できる。

ニャロン・ムニャ語 スタウ語 ゲシツァ語
語義 rGyarwagshis方言 Mazur方言 brGyargyud方言
白い p̄úhu púhu p̄hru phru `phru phru
蛇 `m˚púhi m̄

˚phri ¯m
˚
phreĳ

ニャロン・ムニャ語ではわたり音 rを含む例が相対的に少なく、上に見られるように、系
統的に近い言語でわたり音 rを含むものがそり舌音に対応するようになっている。これはチ
ベット語においても文語つづりと多数の方言形式の対応関係に見出される特徴であり、音対
応として決して珍しいことではない。
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句を単位に見られる現象

単子音の項でも触れたが、/P/は句、文中において、開音節で終わる語に後続する
場合、音声学的に [P, H]となるかもしくは脱落することがある。場合によっては、先
行する開音節で終わる語の母音を脱落させ、/P/で始まる音節の母音と縮約し、１音
節になることがある。たとえば、以下のようである。

pha htoN「～といっしょに」< phO「～と（共格）」+ ˆPa htoN「いっしょに」

このような事例は、特に固定された少数の音節の連続に見られる。

3 音声分析のまとめ
本稿では、ニャロン・ムニャ語 rGyarwagshis方言の音声分析を行い、以下のよう

な特徴が明らかとなった。

• 超分節音素として４種の声調および強勢による対立がある

• 母音体系において非鼻母音/鼻母音の対立があり、長短の対立、r化母音、軟口
蓋化母音は存在しない

• 子音体系において閉鎖音、破擦音、摩擦音はほとんど有気無声、無気無声、有
声の対立がある

• 初頭子音連続は３子音を最大とし、かつ２子音連続の組み合わせが豊富に存在
する

本稿では系統の近いスタウ語、ゲシツァ語、ポシ語などの言語との対照を簡潔な
注記にとどめたが、超分節音、母音、子音のそれぞれにおいて異なりの見られる点
を指摘した。また、ニャロン・ムニャ語の子音連続の構成について、これらの言語と
ともにチョユ語やダパ語などの言語とも共有する特徴が見られる点も指摘した。地
域的な観点からも含め、本格的な諸言語間の音体系の対照にも取り組む必要性があ
る。加えて、ニャロン・ムニャ語には形態論、形態音韻論に関わる音特徴も見出さ
れ、さらに調査、分析を進めることで本稿の分析を補完する必要性もある。
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Esquisse d’analyse phonétique du nyagrong-minyag
le dialecte de rGyarwagshis [Jialaxi]

Hiroyuki SUZUKI

résumé

Le nyagrong-minyag est une langue tibéto-birmane parlée au centre du district de Xin-
long [Nyag-rong], dans la préfecture de Ganzi au Sichuan en Chine. Cet article traite
l’analyse phonétique du dialecte de rGyarwagshis du nyagrong-minyag.
Avant de la discussion, l’auteur présente la langue nyagrong-minyag parmi les langues

dites «rgyalrongiques», qui est indépendante des langues sTau, Geshitsa et Puxi.
Le dialecte de rGyarwagshis du nyagrong-minyag possède les caractéristiques phoné-

tiques suivantes :

1. Existence d’une distinction suprasegmentale (ton/hauteur et accent).

2. Vocalisme avec les voyelles orale et nasale, sans distinction courte/longue, présences
de polyphthongue, de voyelles rhotacisées et vélarisées.

3. Consonantisme avec les séries «sourde aspirée/sourde non-aspirée/sonore» à quasi-
ment tous les lieux d’articulation des occlusives, affriquées et fricatives.

4. Existence d’un bon nombre important de groupes consonantiques, qui peuvent in-
clure au plus trois éléments.
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